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島
原
の
湧
水
に
つ
い
て
。

➀
貴
重
な
島
原
湧
水
の
現
状
は
？

②
島
原
湧
水
の
活
用
状
況
は
？

③
湧
水
の
保
全
と
今
後
の
課
題
は
？

　
　

➀
島
原
湧
水
は
一
日
最
大
で
20
万
ト

ン
、
島
原
城
約
20
杯
分
。
市
内
42
か
所
の

湧
水
量
を
毎
月
調
査
し
、
う
ち
19
か
所
は

水
質
検
査
を
実
施
し
て
全
て
が
適
合
。

②
飲
料
、
農
業
用
水
等
に
活
用
し
、
観
光

に
も
大
き
く
貢
献
。
来
年
８
月
に
島
原
で

「
名
水
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催
決
定
。

③
枯
渇
も
み
ら
れ
る
が
調
査
を
分
析
し
、

対
応
し
た
い
。
「
水
の
都
島
原
」
よ
り
「
湧

水
の
ま
ち
島
原
」
で
統
一
し
た
取
組
や
対

応
が
今
後
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

　
　

島
原
の
地
下
水
に
つ
い
て
。

➀
杉
谷
運
動
公
園
周
辺
の
工
業
用
水
の
水

源
調
査
内
容
と
対
応
は
？

②
現
在
は
「
保
全
要
綱
」
だ
が
、
「
地
下

水
保
全
条
例
」
を
制
定
し
、
地
下
水
の
保

全
対
策
の
強
化
を
図
れ
。

　
　

➀
地
下
約
３
５
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
に

大
き
な
帯
水
層
を
確
認
。
供
給
能
力
調
査

と
周
辺
の
井
戸
や
湧
水
地
へ
の
影
響
等
を

調
査
し
た
い
。

②
保
全
強
化
は
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
と
思
う
。

　
　

➀
「
全
国
城
下
町
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

へ
の
記
念
事
業
実
行
委
員
長
と
し
て
の
感

想
は
？
ま
た
、
記
念
事
業
の
実
行
体
制
は

十
分
か
？

②
確
定
し
て
い
る
事
業
等
イ
ベ
ン
ト
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
対
応
は
？

③
島
原
城
の
国
史
跡
指
定
推
進
と
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

　
　

➀
国
の
史
跡
指
定
が
備
わ
っ
た
城
と

認
識
さ
れ
、
築
城
４
０
０
年
事
業
に
対
し

て
も
効
果
が
大
き
い
記
念
事
業
は
、
全
庁

で
取
り
組
む
。

②
大
晦
日
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
事
業
を
は

じ
め
、
10
月
を
中
心
に
関
係
団
体
と
各
種

行
事
を
数
多
く
計
画
中
。

③
補
修
や
保
存
活
用
等
、
国
の
責
任
で
関

与
、
史
跡
整
備
や
土
地
の
購
入
等
に
補
助

が
可
能
な
反
面
、
指
定
範
囲
内
の
開
発
行

為
等
制
限
あ
り
。

　【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
公
の
施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
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１
０
０
年
ま
つ
り
の
構
想
に
つ
い
て

は
。

　
　

年
間
に
開
催
さ
れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
や
祭
り
の
総
合
的
な
見
直
し
を
図
り

長
き
に
わ
た
っ
て
多
く
の
市
民
に
親
し
ま

れ
、
市
内
外
の
方
々
に
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
市
民
が
主
体
と
な
る
祭
り
を
目
指

し
て
協
議
を
進
め
て
き
た
。

　
　

財
政
・
人
手
が
乏
し
く
な
る
状
況
を

見
据
え
て
、
多
く
の
祭
り
に
小
さ
く
力
を

注
ぐ
よ
り
も
、
島
原
市
民
が
誇
り
と
思
え

る
祭
り
に
大
き
く
力
を
注
い
で
、
そ
の
レ

ジ
ェ
ン
ド
と
言
え
る
祭
り
を
市
内
外
に
発

信
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
地
域
の

お
祭
り
や
神
社
や
お
寺
の
伝
統
、
地
域
の

交
流
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
市
内
全
体
と

し
て
は
質
の
高
い
お
祭
り
を
大
き
く
開
催

す
る
よ
う
な
構
想
は
大
事
で
は
な
い
か
。

　
　

い
ま
、
大
手
門
市
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を

若
い
人
た
ち
が
主
体
的
に
動
い
て
い
た
だ

け
る
、
そ
し
て
地
域
の
絆
が
強
く
残
り
、

子
供
た
ち
の
教
育
に
も
つ
な
が
る
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
を
重
視
し
な
が
ら
、
島
原
城

４
０
０
年
を
契
機
に
１
０
０
年
続
く
、
島

原
城
５
０
０
年
を
見
つ
め
て
い
く
こ
と
も

重
要
だ
と
思
う
。

　
　

令
和
８
年
に
諫
早
市
に
県
南
振
興
局

が
建
設
さ
れ
、
こ
の
島
原
市
の
振
興
局
は

撤
退
す
る
と
の
話
が
以
前
出
て
い
た
が
、

そ
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

振
興
局
が
再
編
さ
れ
た
後
で
も
、
県

民
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
の
た
め
、
島
原

地
区
に
は
必
要
な
体
制
を
配
置
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。

　
　

当
初
の
計
画
を
令
和
３
年
に
見
直
さ

れ
、
比
較
的
多
く
の
部
門
が
残
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
安
心
材
料
だ
が
、
そ

の
人
員
規
模
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
ぜ
ひ

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
最
小
限
に
抑
え

る
要
望
を
す
る
と
と
も
に
、
人
口
減
の
激

し
い
地
方
で
あ
る
の
で
、
地
方
経
済
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
、
最

大
限
の
人
員
規
模
を
残
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
本
市
と
し
て
要
望
す
べ
き
で
は
。

　
　

例
え
ば
農
業
は
長
崎
県
の
生
産
額
の

半
分
は
島
原
半
島
に
あ
り
、
半
島
の
中
心

で
あ
る
島
原
市
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
申

し
入
れ
は
継
続
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
中
途
退
職
と
時
間
外
労
働

◇
復
興
ア
リ
ー
ナ
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